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きのこに寄生する菌類 —コショウイグチの仲間— 

 

吹春 俊光 

  

やや古い話となりますが、４年に一度開催

される国際菌学会（IMC)、2018年の夏にカリ

ブ海にうかぶプエルトリコにでかけたときの

こと。そこで見たポスター発表に「菌寄生」

の話が２つありました。ひとつは「菌寄生性

ザイモクイグチ属の寄主の範囲」（文献１）、

もうひとつは「サンゴハリタケは木材腐朽菌

カバノアナタケの後に発生する（寄生する）」

（文献２、図１）。どちらも私には初耳の話題。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ザイモクイグチ（図２）といえば、元森林

総研の根田さんが1987年に新種記載した種で、

驚くべき事に木材腐朽性のイグチとして登場

しました（文献３）。根田さんはマツの鋸屑堆

積跡から発見し、マツの古い切り株等からも

発生するイグチです。外生菌根性の菌ばかり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と思いこんでいたイグチ類にも木材腐朽菌が

いたというので、そのビックリな生態に驚愕

した根田さんは和名にわざわざ「材木」の名

前を入れたのだろうと思います。しかしなが

らザイモクイグチ（記載されたときは

Pulveroboletus 属，現在はBuchwaldoboletus 

属）は、特別で例外的なイグチ類と思われて

いました。しかし今回のポスターをよくみる

と、このザイモクイグチ属 Buchwaldoboletus 

は、分子系統による研究の結果、イグチ科の

中では初期に分岐した系統で、コショウイグ

チと同じグループに分けられ「菌寄生性の系

統」に入るのだというではありませんか（文

献４）。驚きの事実。（後で調べると、論文も

たくさんでていて不勉強を恥じ入るばかり）。 

 早速ポスターの前のフロリダ大の学生さん

に聞いてみました。すると「コショウイグチ

群（ザイモクイグチ属やコショウイグチ属を

含む）は菌寄生で有名です！」とのこと。ポ

 

図１ サンゴハリタケ（右）は培地で育つ木材腐朽菌だが、

野外ではシラカバ類の腐朽菌であるカバノアナタケ（左）

が生じたあと、サンゴハリタケが発生する現象が欧州で知

られており、その理由として後者が前者を菌寄生的に利用

するためと考えられている（文献２）。 

 

 

 

 

図２ ザイモクイグチ、1987年に日本で新種記載さ

れた腐朽材から発生する種、写真はアカマツの切

り株から発生したもの、1994年9月23日、千葉市。 
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スターの内容は、ザイモクイグチ属の一種 B. 

hemichrysus の寄生の範囲を紹介したもので、

ナラタケモドキ、ウラベニガサ属、チャツムタ

ケ属、マンネンタケ属など木材腐朽性のきの

こ類に寄生するのだそうです。「木材を食べる

（木材腐朽性）」と思っていたイグチは、実は

「『木材を食べるきのこ』を食べている（菌寄

生性）」ということらしいのです。びっくり仰

天。もしかしたら根田さんのザイモクイグチも、

また同じ属のオオキイロイグチ（文献５）も、

何らかの木材腐朽菌に寄生しているのかもし

れません。これら日本の種類の生態をだれか調

べているでしょうか。さらにこのザイモクイ

グチ属は、木材腐朽と菌寄生の２つの栄養摂

取様式を持っている（dual trophic mode as 

saprobes and mycoparasites）との続報もあ

ります（文献６）。 

 その後、話題になっていたコショウイグチ

（図３-５）を検索してみると、コショウイグ

チはテングタケの仲間（外生菌根性）から栄

養を得ている（菌寄生）可能性があるという

報告もありました（文献７）。これもびっくり

ですが、菌根を調べている人たちの間では、

コショウイグは培養し菌根合成させようとし

ても、ちゃんとした外生菌根をつくらない謎

のイグチだったらしいのです（文献８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり外生菌根菌として有名なイグチ科の

中で、コショウイグチ系統（ザイモクイグチ

属やコショウイグチ属）は菌寄生者として森

の中で暮らしており、森林中に炭素の巨大シ

ンクを持つ木材腐朽菌と外生菌根菌という２

つのグループから炭素を得ていることになり

ます。これは、ラン科植物などの菌従属栄養

植物の栄養のとりかたとまるっきり同じです

ね。 

 その年の秋、自宅のある千葉市内の近所の

コナラの雑木林にでかけたときのこと。テン

グタケが林立しているそばに、コショウイグ

チが！（図５）。ここまで読んで頂いた、皆さ

ん！ この写真をみて頂いたら「コショウイ

グチは菌寄生！」の正体を信じて頂けるので

はないでしょうか。もっと詳しいことが判明

する事を期待するばかりです。菌寄生は興味

深い。 

 

 
図３ コショウイグチ、味がすこしピリリと辛味があるた

めコショウの名がある。1985年11月20日、京都市京都大学

上賀茂試験地。 

 

 

 

   

図４ タマノリイグチ属 Pseudoboletus parasiticus（上）

とコショウイグチ（下）、この1枚の図版には他の菌類へ

の寄生性が判明した２つのイグチの系統（文献４）の代

表種が１種ずつ掲載されており、偶然としては出来すぎ

である。Bulliard、P.著「フランス植物誌」（1780-1809

年）（千葉県立中央博物館蔵） 
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※本稿は『季刊きのこ 38号』（2020）に『き

のこの自然誌—きのこに寄生する菌類（その

２）、pp. 15-16．』として掲載されたものに

加筆修正したものです。 

------------------------- 
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図５ テングタケが林立する（奥）そばにコショウイグチ（左手前）がみられる。コショウイグチは外生菌根をつくら

ない不思議なイグチ（文献８）と思われてきたが、現在ではテングタケ属の菌寄生菌かもしれない、と考えられるよう

になった（文献７）。2018年9月24日、千葉市のイヌシデ・コナラ林。 

 


